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例

▢時
日
時

▢場
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▢集
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・
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員

▢費
費
用

▢内
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容

▢師
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師

▢保
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時
保
育

▢締
締
切
日

▢申
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込
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先

▢
ホ
ー
ム
ペ
ー
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▢ｅ
Ｅ
メ
ー
ル

HP

こうとう区報では、本文の文字に見やすく読み間違えにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

昨
年

月
の
第
�
�
�
回
国
会
で

12

臨
時
特
例
法
が
成
立
し
︑
統
一
地
方

選
挙
の
投
票
日
等
が
決
ま
り
ま
し
た
︒

○
区
議
会
議
員
・
区
長
選
挙

﹇
投
票
日
﹈
�
月

日
︵
日
︶

21

※
告
示
日
は
�
月

日
︵
日
︶

14

区
議
会
議
員
選
挙
・
区
長
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会
開
催

�
月

日
︵
日
︶
に
執
行
さ
れ
る
︑

21

江
東
区
議
会
議
員
お
よ
び
江
東
区
長

選
挙
の
立
候
補
予
定
者
を
対
象
に
︑

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
︒

▢時
�
月
�
日
︵
月
︶
午
後
�
時

▢場
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
�
階
レ

ク
ホ
ー
ル
︵
東
陽
�
︱

︱

�
︶

11

▢内
立
候
補
届
出
に
必
要
な
関
係
書

類
の
配
付
お
よ
び
届
出
手
続
き
︑
選

挙
運
動
︑
選
挙
公
営
︑
収
支
報
告
書

の
記
入
方
法
な
ど
の
説
明
︒

※
説
明
会
の
出
席
者
は
︑
会
場
の
都

合
に
よ
り
︑
立
候
補
予
定
者
�
人
に

つ
き
�
人
以
内
で
お
願
い
し
ま
す
︒

▢問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
(
�
�
�
�
)
�

�
�

℻

(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

就
職
や
扶
養
認
定
で
職
場
の
健
康

保
険
に
加
入
し
た
と
き
は
︑
国
民
健

康
保
険
を
や
め
る
届
出
が
必
要
で
す
︒

原
則
︑
お
勤
め
先
の
会
社
が
届
出
を

代
行
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

ま
た
︑
退
職
な
ど
で
会
社
の
健
康

保
険
を
や
め
た
方
や
︑
次
に
該
当
す

る
方
は
国
民
健
康
保
険
の
加
入
対
象

と
な
り
ま
す
︒
お
手
続
き
が
済
ん
で

い
な
い
方
は
︑
早
急
に
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
︒

○
現
在
無
職
で
︑
他
の
健
康
保
険
の

被
扶
養
者
や
任
意
継
続
に
該
当
し

な
い
方

○
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・
ア
ル
バ
イ
ト

契
約
を
し
て
い
る
方
の
う
ち
︑
収

入
の
増
加
等
で
他
の
健
康
保
険
の

被
扶
養
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た

方
○
個
人
経
営
の
事
業
主
と
そ
こ
に
お

勤
め
の
方
で
︑
他
の
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
な
い
方

▢問
医
療
保
険
課
資
格
賦
課
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻

(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

こ
ど
も
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
︑
子
育
て
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
応
援
し
た
い
と
お
考
え

の
方
︑
ぜ
ひ
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
︒

講
座
を
修
了
し
た
方
は
︑
子
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
︵
み
ず
べ
︶
で
行

っ
て
い
る
﹁
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ひ
と
と

き
保
育
﹂
の
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
活
動
で
き
ま
す
︒

▢時
�
月

日
～
�
月

日
の
月
曜

28

18

︵
�
月

日
を
除
く
全
�
回
︶
午
前

11

時
～
正
午

▢場
総
合
区
民
セ
ン
タ

10ー
�
階
第
�
会
議
室
︵
大
島
�
︱

�

︱

�
︶
︑
大
島
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
︵
大
島
�
︱

�
︱

︶
▢人

37

区
民
の
方

人
程
度
︵
抽
選
︶
▢費

20

無
料

▢内
江
東
区
の
子
育
て
支
援
施

策
︑
子
育
て
支
援
の
基
本
思
想
︑
現

代
の
出
産
・
子
育
て
の
状
況
と
支
援
︑

み
ず
べ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ひ
と
と
き
保

育
に
つ
い
て
︑
ほ
か

▢師
新
澤
誠
治

︵
み
ず
べ
の
会
代
表
︶
︑
甲
斐
恵
美

︵
さ
か
え
・
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
︶
︑
瀬

川
未
佳
︵
臨
床
心
理
士
︶
ほ
か

▢締
�
月

日
︵
火
︶

22

▢申
�
月

日
︵
火
︶
か
ら
電
話
で

15

東
陽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

︵
午
前

時
～
午
後
�
時
︶

10

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻

(
�
�
�
�
)
�
�
�


区
は
︑
平
成

年
度
の
一
般
環
境

30

の
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
を
︑
�

地
点

︵
豊
洲
�

丁
目
︑
亀
戸
�

丁
目
︑
東

陽
�
丁
目
︶
で
連
続
す
る
�
日
間
実

施
し
ま
し
た
︒
そ
れ
ぞ
れ
の
平
均
値

は
豊
洲

・

�

︑
亀
戸

・


�
�
︑
東
陽

・
�

︵
本
／
ℓ
︶

と
な
り
ま
し
た
︒

ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度
に
は
環
境
基
準

は
設
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
︑
Ｗ
Ｈ

Ｏ
︵
世
界
保
健
機
関
︶
に
よ
る
と
都

市
に
お
け
る
大
気
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト

濃
度
は
一
般
に
�
～

︵
本
／
ℓ
︶

10

で
あ
り
︑
こ
の
程
度
で
あ
れ
ば
健
康

リ
ス
ク
は
検
出
で
き
な
い
ほ
ど
低
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
︒
区
の
調
査
結
果

は
こ
の
数
値
を
大
き
く
下
回
っ
て
お

り
︑
問
題
と
な
る
濃
度
で
は
な
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
︒
詳
細
は
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

区
で
は
︑
今
後
も
推
移
を
み
る
た

め
︑
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
︒

▢問
環
境
保
全
課
調
査
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻

(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害

に
対
す
る
心
構
え
や
準
備
︑
発
災
時

に
必
要
な
地
域
の
取
組
み
に
つ
い
て

学
び
ま
す
︒

�
回
目
は
︑
命
を
守
る
た
め
に
必

要
な
口
腔
・
排
泄
ケ
ア
に
つ
い
て
︑

�
回
目
は
︑
多
様
な
性
別
・
年
齢
・

国
籍
の
人
が
集
ま
る
避
難
所
運
営
を
︑

図
上
訓
練
を
通
し
て
学
び
ま
す
︒
災

害
を
乗
り
切
る
た
め
の
日
ご
ろ
の
備

え
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
︒

町
会
︑
自
治
会
︑
Ｐ
Ｔ
Ａ
︑
民
生
委

員
︑
児
童
委
員
の
方
︑
歓
迎
で
す
︒

▢時
�
月

日
・

日
︵
土
︶
午
後

16

23

�

時
～
�

時
︵
全
�

回
︶
▢場
男
女

共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
�
階
第
�

・
�

研
修
室
︵
扇
橋
�
︱

︱

�
︶

22

▢人

人
︵
申

込

順
︶
▢費
無

料

30

▢師
深
川
保
健
相
談
所
職
員
︑
吉
村

陽
子
︵
女
性
の
視
点
で
つ
く
る
か
わ

さ
き
防
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ

ー
︶
︑
高
橋
聖
子
︵
防
災
士
︑
イ
ン
ク

ル
ラ
ボ
代
表
︶
▢保
幼
児
︵
�

歳
�

か
月
～
就
学
前
︶

人
程
度
︵
無
料

10

・
申
込
時
要
予
約
︶

▢申
�
月

日
︵
火
︶
午
前
�
時
か

15

ら
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
に

電
話
ま
た
は
窓
口
で
※
区
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
申
込
で
き
ま
す
︒

☎
(
�
�
�
�
)

�
�
�

℻

(
�
�
�
�
)

�
�


区
で
は
︑
個
人
住
宅
・
集
合
住
宅

お
よ
び
事
業
所
を
対
象
に
︑
地
球
温

暖
化
防
止
に
貢
献
す
る
Ｃ
Ｏ

�

排
出

削
減
効
果
の
大
き
い
︑
創
エ
ネ
・
省

エ
ネ
設
備
の
設
置
に
つ
い
て
︑
経
費

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
︒
�
月

か
ら
新
た
に
高
断
熱
窓
を
助
成
対
象

に
追
加
し
ま
し
た
︒

対
象
設
備
・
助
成
額
に
つ
い
て
は
︑

左
表
の
と
お
り
で
す
︒

省
エ
ネ
機
器
等
の
助
成
金
申
請
は

必
ず
工
事
着
工
前
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
︵
次
世
代
自
動
車
の
み
購
入
後
の

申
請
︶
︒
ま
た
︑
助
成
要
件
・
助
成

金
額
︑
申
請
の
際
の
必
要
書
類
等
詳

細
は
︑
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

▢問
温
暖
化
対
策
課
環
境
調
整
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻

(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

対象設備および助成金額一覧表

(1設備当たり4万円
まで)
※個人住宅のみ

設
置
に
要
す
る
経
費
の
�
％

CO2冷媒ヒートポン
プ給湯機
(エコキュート)

一律 10万円
※個人での申請のみ受付可能

次世代自動車(電気
自動車・プラグイン
ハイブリッド自動車
・燃料電池自動車)

太陽電池モジュールの公称最
大出力の合計値1kW当たり5
万円(20万円まで、集合住宅は
150万円まで)

太陽光発電システム

助成金額 ( )内は上限額
助成対象設備

施工面積1m
2
(平方メート

ル)当たり1,000円を乗じ
た額
助成額＝1,000円×施工面
積(m

2
)(20万円まで)

施工面積1m
2
(平方メートル)

当たり1,000円を乗じた額
助成額＝1,000円×施工面積
(m

2
)(20万円まで、集合住宅は

150万円まで)

高反射率塗装

事業所用

―

設
置
に
要
す
る
経
費
の
�
％

太陽電池モジュールの公
称最大出力の合計値1kW
当たり5万円(20万円まで)

住宅用

(1設備当たり8
万円まで)

燃料電池装置
(エネファーム)

(1設備当たり4
万円まで)

(1設備当たり2万円
まで、集合住宅は15
万円まで)

エネルギー管理シス
テム機器
(HEMS・MEMS)

(1設備当たり10
万円まで)

(1設備当たり10万円
まで、集合住宅は50
万円まで)

蓄電池

(1設備当たり10
万円まで)

設置に要
する経費
の10％

(1設備当たり10万円
まで、集合住宅は
100万円まで)

設置に要
する経費
の10％

高断熱窓(既築のみ)
[30年度新規]

(1設備当たり20
万円まで)

(1設備当たり10万円
まで)
※個人住宅のみ

な
お
︑
可
決
さ
れ
た
議
案
の
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
︒

○
条
例
案
件
︵
�
件
︶

﹁
江
東
区
児
童
会
館
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
﹂
な
ど

○
契
約
案
件
︵
�
件
︶

﹁
議
決
を
得
た
契
約
の
契
約
変
更

に
つ
い
て
﹂
な
ど

平
成

年
第
�
回
区
議
会
定
例
会

30

が
︑

月

日
か
ら

月

日
ま
で

11

28

12

17

︵
会
期

日
間
︶
開
か
れ
ま
し
た
︒

20

今
回
の
定
例
会
で
は
︑
﹁
江
東
区
児

童
会
館
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
﹂
な

ど
�
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
︑
そ

れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
︒

○
そ
の
他
の
案
件
︵
�
件
︶

﹁
区
立
都
市
公
園
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
﹂
な
ど

○
意
見
書
・
決
議
︵
�
件
︶

﹁
白
タ
ク
行
為
へ
の
更
な
る
対
策

強
化
に
関
す
る
意
見
書
﹂
な
ど

※
本
会
議
等
の
模
様
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
中
継
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
︒

▢問
区
議
会
事
務
局
調
査
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻

(
�
�
�
�
)

�
�


第
�
回
区
議
会
定
例
会
終
わ
る

江
東
区
児
童
会
館
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
な
ど
を
可
決




